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　福井県の 364 号線沿いの雪崩予防柵（写真

左下の S 字カーブに白く映っているもので

す）です。ある日、永平寺に向かって山をお

りる途中で、遠目にすばらしい幾何学的な模

様を見つけ、撮影しました。自然の中に人工

物を設置することは、周りの自然との調和に

違和感を生じさせます。あえて構造物に目を

向けさせた設計者の意図（?）に土木を志し

たものとして感動を覚えました。当日はあい

にく曇りで少し臨場感に欠けますが、山岳路

を走る楽しみの一つとしてご紹介いたします。

 （文責；中山義久、地図；Google マップより転記 ,2014.05.06 取得）

表紙説明
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　　繰り返し襲ってくる豪雨災害

株式会社ダイヤコンサルタント

執行役員関西支社長　魚住　誠司

　平成26年８月豪雨（広島市、兵庫県、京都府）は、短時間雨量の増大、線状降水系（数km〜数
十kmの範囲）で特徴づけられる、いわゆるゲリラ豪雨である。広島市では土石流発生に伴い74人
が亡くなられた。気象庁によると１時間降水量80mm以上の年間観測回数は明らかに増加傾向にあ
り、数年に一度という記録的短時間大雨情報（昭和57年７月長崎豪雨を機に設定）が平成26年９月
初旬の１週間で20回発令されている（北海道登別、東京都台東区、伊丹市、池田市ほか）。
　平成11年６月（15年前）には、今回と同じ広島市北部において局地的な集中豪雨による斜面崩壊、
土石流が発生し31人が亡くなり、この土砂災害がきっかけとなり平成13年に「土砂災害防止法」が
設定された。同法では、土砂災害危険箇所があまりにも多いためハード対策のみでは安全、安心を
確保できるまでの時間的余裕がない。そこでハード対策のみに頼らずソフト対策で危険箇所を周知
し、避難に役立てることを目指した。この法に基づき、土砂災害警戒区域（イエロー）383,493箇所、
土砂災害特別警戒区域（レッド）246,882箇所（平成26年３月31日現在）が設定されている。
　同法は、平成16年の新潟県中越地震、平成20年岩手・宮城内陸地震において緊急調査を実施し、
土砂災害緊急情報を発表するように改定作業をおこなった。平成23年台風12号（紀伊半島）では、
期間降水量2,000mmを超える豪雨に見舞われ、深層崩壊、それに伴う河道閉塞、土石流などの土砂
災害や洪水災害が発生し、緊急調査が実施された。
　また、今回の広島豪雨災害を受け、政府では土砂災害対策が重点的に必要な区域を都道府県が指
定しやすくするため、指定要件の緩和などを念頭に土砂災害防止法改正の検討に入っている（広島
災害現場での問題点：砂防計画はあったが、施工には至っていなかった。想定災害範囲を大きく上
回った。100mm／h前後の集中豪雨による短時間、同時多発的な土砂災害への対応等）。
　表１に我が国における昭和20年以降の主な豪雨災害の状況を示す。豪雨災害による死者はハード
対策、ソフト対策によって減少傾向にあるもののゼロには至っていない。今後ますます降雨外力が
増大する中、災害による死者をゼロにするために、ソフト、ハードを組み合わせた減災対策、発災
後の早期の復旧対応などを担う我々業界の役割がますます重要になってきている。

表１　我が国における昭和20 年以降の主な豪雨災害の状況
年月日 災害名 主な被災地 死者・行方

不明者数 備考

昭
和

20.9.17〜18 枕崎台風 西日本（特に広島） 3,756人
22.9.14〜15 カスリーン台風 東海以北 1,930人 水防法
23.9.15〜17 アイオン台風 四国〜東北（特に岩手） 838人
25.9.2〜4 ジェーン台風 四国以北（特に大阪） 539人

26.10.13〜15 ルース台風 全国（特に山口） 943人
28.6.25〜29 大雨（前線） 九州、四国、中国（特に北九州） 1,013人
28.7.16〜24 南紀豪雨 東北以西（特に和歌山） 1,124人
29.9.25〜27 洞爺丸台風 全国（特に北海道、四国） 1,761人
32.7.25〜28 諫早豪雨 九州（特に諫早周辺） 722人 地すべり等防止法
33.9.26〜28 狩野川台風 近畿以東（特に静岡） 1,269人
34.9.26〜27 伊勢湾台風 全国（九州を除く、特に愛知） 5,098人
40.9.10〜18 昭和40年台風第23、24、25号 全国（特に徳島、兵庫、福井） 181人
41.9.23〜25 昭和41年台風第24、26号 中部、関東、東北、特に静岡、山梨 317人
42.7.〜8 7、8月豪雨 中部以西、東北南部 256人 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

47.7.3〜15 昭和47年台風第6、7、9号及び7月豪雨 全国（特に北九州、島根、広島） 447人
51.9.8〜14 昭和51年台風第17号及び9月豪雨 全国（特に香川、岡山） 171人

54.10.17〜20 昭和54年台風第20号 全国（特に東海、関東、東北） 115人
57.7.〜8 7、8月豪雨及び昭和57年台風第10号 全国（特に長崎、熊本、三重） 439人 記録的短時間雨量情報の設置

58.7.20〜29 梅雨前線豪雨 山陰以東（特に島根） 117人

平
成

5.7.31〜8.7 平成5年8月豪雨 全国 79人
11.6.23〜28 6.29広島災害 広島中心 24人 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律
16.10.18〜21 平成16年台風第23号 全国 98人

23.8.30〜23.9.5 平成23年台風第12号 近畿、四国 94人 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律　緊急調査実施

� 平成26年度版防災白書に一部加筆
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技術者紹介コーナー 第 回127

　株式会社　日さくの赤井と申します。僭越ながら、簡単ではありますが自己紹介をさせていた

だきます。

　出身は和歌山県です。大学は島根大学総合理工学部地球資源環境学科を卒業しました。在学中

は、中新統瀬戸内区の層序再検討と貝化石をテーマに研究をしていました。在学中から、地表踏

査などのフィールドワークを行っていたので、その経験を生かした仕事がしたいと思い入社しま

した。

　業務では、地質・土質調査、地下水調査などに携わっています。弊社はもともと、井戸などの

水源開発を主業務とした会社なので、温泉・水源開発調査を担当することが多く、自分が調査し

た温泉掘削の成功を聞くと非常にやりがいを感じます。いつか、自分が調査を担当した温泉に入

りに行きたいと思っていますが、なかなかタイミングが合わず実現していません。

　仕事の息抜きは、スコッチ・ウィスキーと釣りがお気に入りです。この春まで、埼玉の事務所

に勤務していたのですが、そこで先輩にバーに連れて行っていただき、スコッチ・ウィスキーの

美味しさと奥深さを知って以来、ハマってしまいました。先日は、山崎蒸留所の見学ツアーに行

きました。現在、大阪でお気に入りのバーを捜索中です。

　釣りは、大阪に移動してきてから、周囲の先輩

たちがやっているのを見て何年かぶりにやり始め

ました。週末、先輩たちと仕事の相談やプライベー

トな会話など、仕事中は話しにくいことをしゃべ

りながら明け方近くまで釣り糸を垂らしているの

は楽しい時間です。釣果のほうは、なかなか釣れ

ずいつも悔しい思いをしています。

　今後は、幅広い技術や知識を身に着け、多角的

な考察や提案ができる技術者となれるよう努力し

たいと思っております。以上、よろしくお願い致

します。

所　　属：株式会社　日さく
氏　　名：赤井　一行
出 身 地：和歌山県

山崎蒸留所の試飲で飲み比べ
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中小企業人材確保推進事業コーナー 【表彰論文】出展：㈳全国地質調査業協会連合会「技術フォーラム 2011」京都

平成 23 年台風 12 号による奈良県天川村における地盤災害状況 

東日本支社 調査技術部 調査第一課  金森 潤 

キーワード：斜面変動 豪雨 旧崩積土 川の堰き止め                     

 

1.はじめに 

 平成 23 年の 8 月末から 9 月 4 日にかけて、奈良県と和歌山県の山岳地域に大雨が襲来し、大規模崩

壊が多数発生した。紀伊半島南部は多雨地域として有名であるが、この降雨はとりわけ多く、記録的

なものであり、各地で土砂災害が多数発生した。本論では、土砂災害が発生の約 3 週間後に現地調査

を実施した結果のうち、奈良県天川村の地盤災害状況を報告する。 

 

2.調査箇所および降雨状況 

 調査箇所は奈良県天川村で、紀伊半島のほぼ中央部に位置する（図 2.1）。大雨をもたらし台風 12

号は、比較的ゆっくりとした速度で四国に上陸し、そのまま中国地方を縦断したが、台風の進路の東

部に紀伊半島の山岳地域に、南方会場からしめった空気を多量に送り続け、1000m 以上の高山という

地形効果と併せて、大量の雨を長期継続して降らせることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 調査箇所および降雨状況 

 

3.天川村内の斜面面変動状況 

 天川村内では 3 箇所で大規模な斜面変動が起こった（写真 3.1）。そのうち本論では、冷や水での斜

面変動について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

写真 3.1 天川村斜面変動状況 

サンコーコンサルタント㈱ 東日本支社　調査技術部　調査第一課　　金森　潤
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4.天川村坪内地区冷や水（坪内地区南方） 

 1)斜面変動箇所と発生日時 

  斜面変動が発生した冷や水の斜面は、坪内地区と九尾地区の間の県道高野天川線沿いであり、坪

内谷と天ノ川の合流地点から西に約 400m に位置する。斜面変動箇所付近では天ノ川が大きく西方へ

湾曲し、当該斜面は天ノ川の攻撃斜面に当たる（図 4.1）。天ノ川両岸には標高 700～900m 程度の急

峻な山地が連なり、杉や檜などの針葉樹が植生している。 

冷水の斜面変動は，9 月 4 日 12 時 30 分過ぎに発生した。斜面変動箇所の規模は幅約 330m、長さ

約 250m、想定されるすべりの深さは 30～40m、滑落崖は標高 750m 付近で天ノ川河床から約 180m 上

部に位置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 斜面変動箇所位置図および坪内地区状況写真 

 

2)斜面地山の状況 

  斜面変動箇所の地山の基盤岩は四万十帯花園層の泥質混在岩および玄武岩質凝灰岩主体である。

当該地を含む斜面には、開析されていない冠頂をもつ滑落崖および斜面移動体が 3 体重なりあって

認められている（図 4.2）。今回の斜面変動で生じた滑落崖には、滑落崖の北側では旧崩積土、南東

側では玄武岩質凝灰岩が分布している。旧崩積土が厚く分布していることから、過去に斜面変動が

生じたことが考えられる（写真 4.1）。 

 

 

 
斜面変動箇所

九尾ダム

坪内地区

地すべりWeb-GIS：

（独）防災科学技術研究所

1km0

図 4.2 当該地の地すべり地形分類図 写真 4.1 滑落崖に分布する旧崩積土と玄武岩質凝灰岩 

斜面変動箇所

北→

←南

坪内地区
航空写真：天川村提供

斜面変動箇所

高野天川線

天ノ川

（国土地理院2.5万分の1地形図地図画像を使用）

坪内地区

旧崩積土

玄武岩質凝灰岩
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滑落崖の拡大の進行

 3)斜面変動箇所の状況 

斜面変動箇所の状況を図 4.3

に示す.斜面上部には高さ約 10

～30m の滑落崖が認められる。

滑落崖には、玄武岩質凝灰岩お

よび旧崩積土が分布している。

滑落崖の上部や側方の表層には、

幅 0.7m 程度の開口亀裂や段差

が連続して認められ、斜面変動

の拡大・崩落が現在も進行して

いる（写真 4.2，写真 4.3）。 

崩壊地内には滑動土塊が広い

範囲にわたって残留している。

そのなかには杉の木が立ったま

まの滑動土塊が多く、杉の木が

斜面上方に傾いているものが認

められ、円弧状に回転を伴って

滑動したものと考えられる（写

真 4.4）。また、斜面内には滑落

崖からの流水が認められ、滑動

土塊の洗掘が進行している。降雨時には、表流水により多量の土砂が流出するものと考えられる。  

 

写真 4.3 滑落崖の崩壊 写真 4.2 滑落崖上部の地表の段差 

写真 4.4 斜面内に残留する滑動土塊 

     杉の木は斜面上方に傾斜

写真 4.5 斜面末端部の状況 

     県道は崩落・寸断されている． 

図4.3 斜面変動箇所状況図

斜面上方→
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 天ノ川付近の斜面末端部には、厚さ 5m 以上の滑落土塊が分布している。この滑落土塊により県道

高野天川線が崩壊・寸断された（写真 4.5）．滑動土塊の末端部には、コンクリート塊や法枠が認め

られる（写真 4.6）．これらは護岸工や道路法面工であり、以前の道路位置を考慮すると、約 100m 滑

動土塊により東方に押し出され、移動している（図 4.4）。法枠工が比較的形状を留めていることか

ら、法枠工を破壊する表層部の崩壊ではなく、法枠工が施工されている斜面全体を移動させたより

深部での滑動が生じたことが推測される。また、崩壊域の天ノ川下流の右岸側は河床礫に衝上した

地すべり粘土と考えられる粘土基質の角礫層が、河床礫の上位に分布している（写真 4.7，4.8）．こ

のことからも、県道の構造物の施工より深い

箇所での滑動であったことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今回の斜面変動で生じた滑動土塊は、天

ノ川に流入し、川を堰き止め，上流に位置する坪

内地区は現川面から 10m 以上水没した。現在、川

は堰き止められてはいないが、河道へ流入した滑

動土塊により、流路は東側へ移動し、川幅が狭く

なっている（写真 4.9 図 4.5）。 

 

 

 

写真 4.6 滑動土塊末端部の状況 

航空写真：天川村提供

道路コンクリートの移動

図 4.4 斜面変動概略断面図 

粘土質砂礫層

写真 4.7 河床に見られる粘土基質の角礫層

河床礫

粘土基質の角礫層

写真 4.8 河床に見られる粘土基質の角礫層

写真 4.9 滑動土塊による川の堰止め 
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図 4.5 川の堰き止めによる浸水状況 

 

4)懸念される今後の滑動 

 (1)滑落崖の拡大 

  滑落崖には厚く旧崩積土が分布しており、急勾配で露出している。そのため、滑落崖周辺の地盤

は不安定な状態にある。滑落崖の上部の地表には幅 0.7m 程度のクラックや段差が連続的に認めら

れ、滑落崖の拡大が進行している。  

(2)斜面内の残留滑動土塊の再移動 

 斜面内には不安定な滑動土塊が広い範囲で残留している。また、斜面上部の滑落崖からは湧水が

認められ、滑落土塊中を表流水が流下している。表流水の流下に伴い、滑動土塊の洗掘や土砂の流

出が進行している状態であり、滑動土塊の不安定化を進行させていると考えられる。 

斜面中腹部に分布する滑動土塊は広い範囲で平坦な地形を呈している。そのため、斜面上部で生

じた土砂や倒木は、一旦この滑動土塊の平坦部で停止するため、斜面末端部まで直接達する事は少

ないと考えられる。ただし，斜面中腹部から末端部にかけて、滑動土塊の表層は急傾斜を呈するこ

とから、滑動土塊の表層崩壊が生じる可能性がある。 

(3)河川の再閉塞 

 今回の斜面変動により、滑動土塊は天ノ川を堰き止めた。現在は、川は流れているが、滑動土塊

が流入したことにより以前より川幅は狭く、水深も浅い状態である。そのため、河道閉塞しやすい

状態である。 

 

5.おわりに 

 近年、毎年のように日本では記録的な豪雨による土砂災害が生じている。ハード対策の充実も大切

であるが、被災経験を伝えることによる経験的なソフト対策もますます重要となってくる。 
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平成26年度ジオラボネットワーク
技術者交流会　〜in島根〜

 協同組合　関西地盤環境研究センター

 地盤技術課　三好　功季

　平成 26 年８月 28 日〜 29 日の２日間、（協）島根県土質技術研究センターにおいて「平

成 26 年度ジオラボネットワーク技術者交流会」が開催され、参加してきましたのでその概

要を報告致します。

　当組合からは佐藤専務理事、梅本職員と私の３名で参加しました。私にとって出張は初

めてで、行きの電車では呼吸が上手く出来なくなり手に汗を握るくらいの緊張と、経験不

足で上手く話せなかったら…という不安もあったのですが、他組合の方々に優しく接して

頂いたおかげで本当に楽しく過ごす事が出来ました。

　交流会初日、島根県土質技術研究センターに到着した瞬間、建物と周辺の環境の良さに

圧倒されました。周辺環境は大自然が広がっていて大阪にはとてもない雰囲気で、内部は

広くきれいで、言葉に出来ない木創りの素朴さ、今直ぐにも仕事をやる気になりそうでし

た。正直こういった環境に憧れたのが本音です。（苦笑）

　各組合の発表会と島根大学名誉教授 山内 靖喜先生の特別講義がありました。当組合で

は最近のトピックスを発表しましたが、正直発表は当組合が一番凄いのだろうなと思い込

んでいたのですが、他の組合の事をあまり把握しておらず、新入社員の採用や、新しい事

を始めておられるのを知ってとても驚きました。トピックス以外の発表では、私が未熟な

ばかりに難しい話もありましたがいろいろと興味を持つことが出来ました。発表会で特に

勉強になったのは、中部土質試験協同組合の久保氏が発表の質疑応答をうまく差配してい

たところです。私も将来こんな事が出来る人間になりたいと強く思いました。全体を通じ

て感じたことは地域や環境が違うためか、各組合それぞれに考えている事が違うという事

にとても興味を持ちました。さらに、どこの組合も新人を入れているのを知って、これか

らの仕事はもちろん今後の交流がとても楽しみになりました。

　その後懇親会があり、人生初めての立食で緊張したり、未成年の為お酒は飲めなかった

のですがそれが話題となったり、仕事の話やプライベートの話をさせて頂き楽しく過ごす

事が出来ました。特に年齢の近い人と交流ができ、いろんな話が出来た事がとても嬉しかっ

たです。

　翌日は、島根県の地質を知るということで日御碕と出雲大社に行きました。私は島根県

にあまり興味がなかったのですが、観光感覚でいろいろなものを見学し、かなり島根県を

好きになりました。昼食は島根ワイナリーという豪華な場所で美味しいごちそうを食べる

事ができ、いろんな意味でお腹いっぱいで大阪に帰る事が出来ました。  二日間の交流会
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をとても楽しく過ごさせて頂いたのですが、島根の試験室をあまり見学することが出来な

かったのがとても残念でした。また違う機会で勉強を兼ねて見学できたらなと思っていま

す。今回の交流会で一番強く思った事は、もっと他の組合に行かせて頂いて当組合と他組

合を比較し、どのように業務をこなしているのか、などを知って吸収し自分のものにした

い！と思いました。

　最後になりましたが、技術者交流会の準備等を行っていただきました島根県土質技術研

究センターの皆様、そして温かく接していただきました各組合の皆様、大変お世話になり

ありがとうございました。次に参加出来る機会があれば、別の方々ともお話し出来ること

を心より楽しみにしております。まだまだ未熟な入所二年目の若輩者ですが、心の片隅に

名前を置いて頂けたら幸いです。今後とも交流・お付き合いよろしくお願い致します。

組合内部の一部 懇親会（ホテル宍道湖にて）

意見交換会の様子 集合写真
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行事・講習会・資格試験等のご案内
（H26年 9月29日現在）

主　　 催 開 催 日
開 催 地 名  　　称 募集内容 申込締切

関西地質調査業協会
http://www2.ocn.ne.jp/~kstisitu/

10月８日
天満研修センター

平成26年度技術講演会
「平成25年度の豪雨災害」講演 講演会

11月10日
グランキューブ

大阪
地質調査技士登録更新講習会 更新講習 ９月中旬〜、

全地連HPで確認が必要

10月10日
大阪

平成26年度
道路防災点検技術講習会 講習会 大阪開催　９月12日

匠（優秀オペレータ）募集 募集 10月１日〜３月31日

全国地質調査業協会連合会
http://www.zenchiren.or.jp/ 11月29日 応用地形判読士資格検定試験

〔二次試験〕 受験 ９月10日〜10月15日

地質リスク学会
http://www.georisk.jp/

10月31日
飯田橋レインボー

ホール

第５回地質リスクマネジメント
事例研究発表会 発表会 申込締切

地盤工学会関西支部
http://www.jgskb.jp/

10月６日
立命館大学びわこ

草津キャンパス

第26回滋賀地盤講演会
「豪雨に起因する土砂災害に備える」 講習会

11月21日
大阪市立大学　

KansaiGeo-Symposium2014
－地下水地盤環境・防災・計測技術
に関するシンポジウム－

発表会

地盤工学会
https://www.jiban.or.jp/

10月７日〜９日
地盤工学会 わかって使うFEM講習会 講習会

10月23日 地盤工学者のための舗装
－基礎から応用まで－講習会

12月９日 第２回地盤工学から見た堤防技術
シンポジウム 平成26年10月21日

土木学会
http://www.jsce.or.jp/

10月９日〜10日
新潟県長岡市 第34回地震工学研究発表会 発表会

10月23日
土木会館講堂

土木学会による実務者のための
耐震設計入門：実践編 講習会

日本技術士会近畿本部　
http://www.ipej-knk.jp/ 10月13日 技術士（第１次試験） 受験

建設コンサルタンツ協会近畿支部
http://www.kk.jcca.or.jp/

11月29日 第20回西日本技術士研究・業績
発表年次大会（堺）

11月９日 RCCM 受験

日本応用地質学会
http://www.jseg.or.jp/

10月29日〜30日
九州大学医学部

百年講堂

平成26年度
日本応用地質学会研究発表会 発表会

インタープリベント2014実行委員会
http://interpraevent2014.com/ 11月25日〜28日

国際シンポジウム
INTERPRAEVENT2014
〜強靭さを備えた社会を構築する
ための減災対策〜

日本材料学会地盤改良部門委員会
http://jiban.jsms.jp/index.html

11月６日〜７日
仙台 第11回地盤改良シンポジウム 発表会

※内容の詳細については、ホームページ等でご確認願います。
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こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話
こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話

皆さんは一万円札の方をご存知ですか？福沢諭吉ですよね。

下記の内容を見つけたので載せてみました。

一読してみてください。 （稲田　記）

【福沢諭吉の心訓】

一：世の中で一番　楽しく立派な事は　一生涯を貫く仕事を持つと云う事です

一：世の中で一番　みじめな事は　人間として教養のない事です

一：世の中で一番　さびしい事は　する仕事のない事です

一：世の中で一番　みにくい事は　他人の生活をうらやむ事です

一：世の中で一番　尊い事は　人の為に奉仕し決して恩にきせない事です

一：世の中で一番　美しい事は　すべてのものに愛情を持つ事です

一：世の中で一番　悲しい事は　うそをつく事です

人に必要とされる人間になること。

どういう仕事をすることも大事だがどういう気持ちで仕事をするのか？

「今の自分の仕事は天職だ！！」と思えたら、それだけで、幸せ感一杯ですよね。

そのためには、たくさん学んでたくさん経験して、実力を磨くことなのだ！！！

さあ、今日も楽しんで頑張ろう！！

 【参考文献】http://www.good-i.co.jp/article/14168054.html#more
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　９月も終わり、10 月になりました。朝晩の温度差が激しいですが、体調管理をしっかりとして

くださいね。９月下旬に我が家から見える小学校で運動会が開催されていました、子供の数より親

の方が多いな〜とベランダから眺めていました。

　校門が朝７時には開放されるので、お父さんたちが朝からぞろぞろと校門前に集合しているのを

見て親の方が必死！？と思いつつ、眺めていると楽しかったです。

　皆さんも場所取りの際はけがをしないように頑張ってくださいね。

 （稲田　記）
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